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前近代イスラーム社会知識人再考
—知の多様性とローカル性を中心に
佐藤　健太郎
北海道大学大学院文学研究科准教授
前近代イスラーム社会における知識人（ウラ
マー）は、イスラーム社会の知と文明を理解する
うえで鍵といえる存在であるが、宗教諸学以外の
多様な知との関わりや、彼らの活動や知に見られ
る地域性については、いまだ検討の必要が残され
ている。そこで本研究では、イブン・ハルドゥー
ン（1406年没）と彼の著作『歴史序説』『実例の書』
『自伝』をとりあげ、テクストの形成過程にも着
目しながら、こうした問題を検討した。
今年度は計7回の研究会を実施し、多くの論点
について検討し成果を得ることができた。ここで
はその中の特に二つの点について紹介したい。ま
ず第一にイブン・ハルドゥーンが随所に示す実用
技術への関心である。『自伝』の中で彼は、ダマ
スクスに進攻したティムール軍の陣中で、「幾何
学に通じた（ムハンディスィーン）」職人たちが攻
城戦に力を発揮する様子を、興味深げに観察して
いる。「幾何学（ハンダサ）」については多様な知
の体系を扱う『歴史序説』の中にももちろんその
説明があり、建築・測量などに応用できるとして
いる。またこのダマスクス攻城戦では、「ヌフー
ト」と呼ばれる火器を実見したことも記されてい
る。これと同様の兵器は『実例の書』にもその仕
組みの説明を見いだすことができ、マグリブでは
「火薬で点灯された火によって鉄球を弾倉から発
する」攻城具が使われていたという。萌芽期の火
器のような新兵器も含めて実用技術に大きな関心
を示し、それを自著に取り入れていく歴史家の姿
が見て取れよう。
第二に『歴史序説』で展開されるイブン・ハル
ドゥーンの独創的な歴史理論を現実の歴史に適用
しようとする試みである。部族集団の間に存在す
る血縁関係にもとづくアサビーヤ（連帯意識）の
強弱が王朝の興亡をもたらすという彼の理論が、
マグリブにおけるベルベル系部族集団による王朝
興亡の歴史から形成されたというのは、しばしば
指摘されるところである。しかし、彼が晩年を過
ごしたエジプトの歴史にはこれをそのまま適用す
ることができない。そこで彼は、アサビーヤの概
念を主人とマムルークとの間の主従関係にまで拡
張して、これにもとづいてマムルーク朝期エジ
プトの歴史を理解しようとする。『自伝』の中で
は、特にナースィリーの乱を説明する箇所にこの
ような議論を見て取ることができるが、ここで興
味深いのが、イブン・ハルドゥーンのテクストの
形成過程である。彼は生涯を通じて自著の加筆修
正を続けており、写本にもテクスト形成過程の中
途段階を示すいくつかのバージョンがある。問題
のナースィリーの乱の記述は『自伝』の後期バー
ジョンに見られ、イブン・ハルドゥーン晩年の思
想的展開を示している。マグリブで育んだアサ
ビーヤ理論をエジプトで新たに実見した歴史的現
実にあわせて発展させていった様子がここから見
て取れるのである。
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イスラエル／パレスチナの政治・
経済・国際関係の総合的研究
浜中　新吾
龍谷大学法学部教授
本共同研究の目的は、イスラエル／パレスチナ
を専門フィールドとしながら世界および日本各地
に点在してきた政治学者ならびに地域研究者の間
にネットワーク形成を促進することである。この
ネットワーク化により、イスラエル／パレスチナ
に関する国際的かつ学際的な共同研究を力強く推
進する。本共同研究は、多文化主義、平和主義、
国際的相互依存、国際協調の観点に基づいて、分
野横断型の研究協力体制を確立する。
これまで世界よび日本各地には、政治学ならび
に地域研究の手法に依りながらイスラエル／パレ
スチナを研究してきた人材が散在していたもの
の、有機的かつ学際的な研究協力関係は見出され
なかった。さらに紛争地であるイスラエル・パレ
スチナに関する共同研究は、これまで、イスラエ
ルとパレスチナに関する研究が分断されるという
特有の困難を抱えてきた。そして日本とイスラエ
ル／パレスチナ関係が等閑視されてきたことを克
服し、政治・経済・外交・平和・安全保障分野間
の研究方法を確立することが課題であった。そこ
で本共同研究は、学際的な研究協力を推進するた
めに必要な視点の確立を目指している。
本共同研究では平成28年10月2日、平成29年
3月18日、平成29年9月16日の計3回の研究会を
早稲田大学にて開催した。第1回研究会では、割
り当てられた研究テーマからメンバーが各自の研
究計画を報告した。第2回研究会では、佐藤千景
氏（関西外国語大学）が「イスラエルの経済」につ
いて、辻田俊哉氏（大阪大学）が「イスラエル・
パレスチナ紛争における継続性と変化」について
研究報告を行った。第3回研究会では鈴木啓之氏
（日本学術振興会）が「パレスチナの内政」につい
て、林真由美氏（独立研究者）が「イスラエル・
パレスチナの対米・大国関係」について、それぞ
れ報告を行った。
第2回、第3回の研究会では報告者が報告ペー
パーもしくは詳細なレジュメ資料を準備し、調査
研究内容のプレゼンテーションを行った。第2回
研究会では佐藤氏がイスラエルのマクロ経済政策
の変化と経済自由化の過程について調査研究結果
を報告し、辻田氏もイスラエルとパレスチナの非
対称関係の構造から生じる紛争の特徴について報
告をした。第3回研究会において鈴木氏はヤーセ
ル・アラファート自治政府大統領（当時）による
指導権確立と統治機構の欠陥がもたらす宿痾につ
いて議論し、林氏はヨーロッパで展開されている
イスラエル・ボイコットの大国間関係におけるイ
ンパクトを報告した。
2017年11月末現在、研究会メンバーは担当す
る研究成果を執筆しており、一部はほぼ完成して
いる。研究代表である浜中は研究成果を編集する
立場にあり、研究内容の精査とコメントを通じて
メンバーとの議論を深めている。最終的な成果は
2018年度に商業出版される予定である。
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現代ムスリム社会における風紀・
暴力・統治についての多角的分析
高尾　賢一郎
日本学術振興会特別研究員（PD）
本公募研究は、現代ムスリム社会における「風
紀」の通念、これに関連して生じる「暴力」、これ
ら「暴力」を正当化する「統治」をめぐる諸問題を、
思想・社会・制度面から多角的に分析することを
目的とした。高尾賢一郎（日本学術振興会・特別
研究員PD）を代表と、髙岡豊（中東調査会・上席
研究員）、後藤絵美（東京大学・特任准教授）、辻
上奈美江（東京大学・特任准教授）、和崎聖日（中
部大学・講師）、上原潔（大阪産業大学・非常勤
講師）を研究構成員とした体制の下、計4回の研
究会を行った。
第1回研究会はメンバー間の打ち合わせを中心
とし、第2～4回研究会はメンバーによる研究報
告を公開で実施した。第2回研究会（2017年7月）
では高尾がサウジアラビアとインドネシア・ア
チェ州を舞台に、風紀取り締まりを行う「宗教警
察」の活動実態を説明した。また髙岡が、「イス
ラーム過激派」による統治の思想的根拠や実現方
法について、「イスラーム国」（ISIL）を中心的な
事例に検討した。質疑応答では「宗教警察」の行
政・司法機関としての権限や、「統治」の観点か
ら「過激派」を理解することの是非や有効性につ
いて議論がなされた。
第3回研究会（2017年10月）では、後藤がイラ
ンとエジプトを舞台に、女性の秩序・規範をめぐ
る風紀の形成過程を、体制側と大衆側の働きかけ
を対比させて検証した。また辻上が、サウジアラ
ビアで女性の公共空間を形成してきたショッピン
グ・モールを事例に、勧善懲悪委員会の動向を含
めた社会の変化について検証した。これらに対し
てコメンテーターを務めた帯谷知可（京都大学・
准教授）と中山紀子（中部大学・教授）からは、
ウズベキスタン・トルコというそれぞれの専門地
域の事例を交えつつ、両国の風紀の基盤となって
きた共産主義・世俗主義とムスリム社会の風紀の
あり方との関係について説明がなされた。
第4回研究会（2018年1月）では、奈良雅史（北
海道大学・准教授）が中国を舞台に、共産党体制
による風紀形成とムスリム居住地域で見られたア
ルコール排斥運動を事例として、中国ムスリム社
会における風紀のあり方について検討した。また
上原が、近現代キリスト教思想・西洋哲学の観点
から、「暴力の独占」という主権国家の定義を社
会契約説の幾つかの側面から説明しつつ、そこで
公正としての「正義」概念がどのように作用する
のか、またポピュリズムとどのような関係にある
かを説明し、ムスリム社会と西洋社会の統治支配
の相違を考察した。なお、和崎がウズベキスタン
を事例に、急増する男性の出稼ぎ労働（社会にお
ける男性の不在）による性秩序・規範への影響と
これへの対応について説明する予定であったが、
インフルエンザによる本人欠席のため、資料の配
布のみとなった。
以上の通り、本公募研究では幅広い地域の事例
を通して、風紀の通念を反映した統治、また風紀
の形成とこれが暴力を生じさせる過程の一端につ
いての知見を得て、議論を重ねた。そしてこれに
より、現代ムスリム社会における風紀・暴力・統
治の関連についての理解を深めた。
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自然科学的手法によるイスラーム
文化形成期の技術革新の解明
―エジプト出土のファイユーム陶器を事例に
長谷川　奏
早稲田大学総合研究機構客員教授
本研究は、科学技術史の観点から、窯業分野に
おける技術革新のプロセスを紐解くものである。
具体的には、9～11世紀頃の多彩釉陶器を代表す
るファイユーム陶器（早稲田大学・出光美術館が
1970～80年代にエジプトの初期イスラーム時代
都市フスタートで発掘を行った資料）の科学分析
を通し、技術革新の実態を推測する。ファイユー
ム陶器の装飾の基本的な分類指標（Type 1–4）を
ベースに、対象遺物の成形技法の特徴を観察し、
SEM-EDS （Scanning Electron Microscope - Energy 
Dispersive X-ray Spectroscopy）を用いた胎土分析
と釉薬の組成分析等を行った結果、以下の点が把
握された。
最初期のグループ（Type 1）は、器形や整形技法
は前身時代の赤色光沢土器と深い関連性があり、
釉は単彩釉と多彩釉の濃い色合いが特徴で、ケイ
素、チタン、アルミニウムの含有量が高い陶土が
用いられており、釉薬は鉛を35%以上含む高鉛釉
が主であった。
後続のグループ（Type 2–4）は、Type1と同様の
濃い色合い～淡い色合いのものまで多種の例が含
まれるが、鉛・アルカリ釉が増加し、陶土はナイ
ル沖積土に高カルシウム物質を混合して作られた
と思われる。このうち、トルコブルーの淡い色合
いのグループ（Type 3）は、アルカリ釉であり、器
形・整形技法も最初期の群と離れており、最も新
しい時代に年代づけられる（10世紀半ば～）。
Type 2, 4は、器形、口縁と底部の技法に、中国
陶磁と類似した器形がみられるものがあること、
白磁と同様の白さを志向した白濁釉（錫釉）がみら
れはじめること、さらにその一方でType1と同様
の胴部箆削りがみられるという双方の特徴がみら
れるものがあることから、Type 1からType 3への
移行期（9世紀半ば～10世紀半ばか）に位置づけら
れる可能性がある。
イスラーム支配が始まってから最初の100～
150年程の時期には、前身時代の技術伝統を引く
赤色光沢土器が残っており、この時期にはおそら
くまだ施釉陶器は発生していない。次段階（8世
紀半ば～）には、最初の施釉陶器（Type 1）が登
場したと推測されるが、ここで登場した群は鉛釉
を用いた濃い色合いを志向し、器形や装飾技法に
も前身時代の伝統が深く根をおろしていた（写真
1）。しかし第3段階（9世紀半ば～）では、ファイ
ユーム陶器は、メソポタミアや中国からの強い影
響を受けた（Type 2–4）。これらの歴史的背景に
は、最初期の征服戦争時の混乱以後の社会インフ
ラ整備の需要への高まりや、トルコ系軍人の政権
への登用に端を発する東洋の影響の登場等がある
と推測され、イラクやシリア等を経由して東洋世
界との広い交流関係の中から開発への試みが模索
されたことがあろう。第4段階（10世紀半ば～）
には、広範囲なイスラーム圏が形成され、独創的
なイスラーム文化が形成された時代であり、多彩
釉陶器も生活雑器のレベルでのイスラーム的美の
追求として、白味を帯びた胎土と淡い色合いの釉
による群が形成されていったと推測される（Type 
3）（写真2）。
写真1　Type 1のファイユーム陶器
写真2　Type 3のファイユーム陶器
